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つなぐ みやぎの未来へ 土木のちから

荒川地区流域治水協議会の設立
について
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１「流域治水」とは

※R2.7 社会資本整備審議会 答申資料に加筆
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２ 流域治水のイメージ

※R2.10 流域治水の推進に向けた関係省庁実務者会議資料に加筆
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３ 荒川地区流域治水協議会

【協議会の目的】規約 第２条関係
近年，令和元年東日本台風をはじめとした激甚な水害が発生するなど，気候変動に

より，水害が激甚化・頻発化している。

このため,荒川地区において,あらゆる関係者が協働して「流域治水」
(流域全体で水害を軽減させる治水対策）を計画的に推進するため
の協議・情報共有を行う。

【名称】規約 第１条関係
荒川地区とは，荒川流域，新川流域を指すものとする。

【協議会の構成】規約第３条関係（別表１）

・大河原町 地域整備課長
農政課長

・村田町 建設水道課長
農林課長
まちづくり振興課長

・柴田町 都市建設課長
農政課長

・宮城県 大河原地方振興事務所 農業農村整備部長
・宮城県 大河原土木事務所 副所長（技術担当）

アドバイザー
・国土交通省東北地方整備局

仙台河川国道事務所 調査第一課長
・宮城県 土木部 河川課 総合治水対策専門監

事務局 ・宮城県 大河原土木事務所

※構成員については，
必要に応じて市町村
における下水道や，
まちづくり，林政部
局等の参加も検討し
ていく。

構成員
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３ 荒川地区流域治水協議会

【協議会の実施事項】規約 第４条関係

１ 荒川地区で行う流域治水の全体像の共有・検討。
２ 河川に関する対策，流域に関する対策，避難・水防等に関する対策を含む，

「流域治水プロジェクト」の策定と公表。

３ 「流域治水プロジェクト」に基づく対策の実施状況のフォローアップ。
４ その他，流域治水に関して必要な事項。

【会議の公開】規約 第５条関係
協議会は，原則公開とする。内容によっては，協議会に諮り，非公開とすることが

できる。

【協議会資料等の公表】規約 第６条関係
協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし，個人

情報等で公表することが適切でない資料等については，協議会に諮り，非公表にする
ことができる。

【事務局】規約 第７条関係
協議会の事務局は，宮城県大河原土木事務所で行う。
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